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1. 緒言 
 90 年代のサッカーの攻撃の起点となって

いたのは主に真ん中（ボランチやオフェンシ

ブハーフの 1.5 列目と呼ばれているポジショ

ン）の選手だった。現代サッカーではサイド

がその起点となっていると考える。 
 そこで筆者が着目したのは、サイドバック

が攻撃参加することにより数的優位をつくり、

サイドを崩すという攻め方が多くなっている

ことである。 
 攻撃に転じるうえでサイドバックでのタメ

や、サイドバックのポゼッション能力などの

向上が注目されている。パスの成功率、クロ

スの本数、オーバーラップなどが攻撃面で影

響していると考えられる。 
 
2. 研究方法 
 研究対象の 2006 年ワールドカップドイツ

大会、日本の予選リーグ 3 試合、イタリアの

決勝トーナメント 3 試合、2010 年ワールド

カップ南アフリカ大会、日本の予選リーグ 3
試合、スペインの決勝トーナメント 3 試合の

映像を再生し、分析項目にそってデータを記

録する。 
 
3. 結果・考察 
1） パス 

ドイツ大会のイタリアの総パス本数は、

166 本、日本は 174 本、南アフリカ大会のス

ペインは 197 本、日本は 136 本であった。ス

ペインは総パス本数の数からもわかるように、

ポゼッションに積極的に参加し、攻撃の起点

になっていたと言える。 

パス成功率もドイツ大会のイタリアは

81%、日本は 66%、南アフリカ大会のスペイ

ンは 86%、日本は 71%と、日本と各大会の優

勝チームを比べると大きく差がある。やはり

スペインが長けていた。 
2） オーバーラップ数 

ドイツ大会のイタリアのオーバーラップ数

は 23 本、日本は 28 本、南アフリカ大会   

のスペインは 29 本、日本は 22 本であった。 
イタリアの戦術は身体能力の高いFWにボ

ールを集め、攻撃を行う戦術であったため、

オーバーラップ数が少なかったのだ。 
日本は僅差での勝負が多かったため、オー

バーラップの回数が少なかった。 
 
4. まとめ 

この研究を通して、サイドバックが攻撃参

加することは重要である。サイドバックが起

点となり正確なパスを配給することや、前線

の選手を追い越し、攻撃参加することでその

チームの攻撃力にプラスの影響を与えている。

しかし、南アフリカ大会での長友選手の守備

面での役割の重要性を考えるに、攻撃面のみ

で分析するには限界があることがわかった。 
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